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広島市立大学 広報誌　「west breeze」

〒731-3194 広島市安佐南区大塚東三丁目4番１号
TEL:082-830-1500（代）　FAX:082-830-1656
http://www.hiroshima-cu.ac.jp

広島市立大学COC+染織造形アートプロジェクト
「深海庭園」展示作品
「深海庭園 The Garden of Deep Sea」（染織）
（ナイロン布/ビー玉絞り、ぼかし染め）

制作者：片長遥菜、清水美於奈、古田菜々香、溝井
凪紗、三原愛理、山根奈穂子［以上芸術学部デザ
イン工芸学科染織造形3年］、上岡由季、山手隆一郎
［以上芸術学研究科（博士前期課程）造形芸術専
攻１年］

2017年9月、広島市立大学COC+染織造形アート
プロジェクトの一環で行われた展示会「深海庭園」
で出品された作品。「宮島に平和の明かりを灯そう」
をテーマに制作された。
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この記事は、「学生広報サポーター」に登録している市大生自
らが取材をして作成しました。

本学では海外学術交流協定大学等との活発な交流・学生交換
留学を推進しています。

元コイ戦士、プロ野球選手の
セカンドキャリアを語る

　さまざまな国の留学生とドイツ語の授業を受けながら、前期はビジネス
系、後期は社会福祉系の学部で移民や難民の問題についての授業を
受けました。留学生をサポートする体制もかなり整っていたので、非常に
過ごしやすかったです。学期の終了後、帰国するまでの間、難民支援団
体で約１カ月半インターンシップもしました。これらの生活を通じてさまざ
まな国の人 と々触れ合い、それぞれの境遇、考え方など日本では学べな
いことを感じ得ることができました。
　留学中、時間があるときはドイツ国内外を一人または友達と旅行したり
しました。陸続きなので、他国へも安く、速く行くことができます。日本のこ
とが大好きなドイツ人も多く、彼らと遊ぶことも多かったです。その中でドイ
ツ語を学ぶこともできますし、実際のドイツ人の生活なども楽しめます。
　ドイツで1年間生活し、日本人として日本を国外から見ることで、今ま
で気付けなかった日本の良さ、もっと改善すべきところ、学ぶべきところ
が見えてきます。日本という殻の中だけでは触れ合えない人種、異なる
規則や習慣、考え方を
持つ人 と々実際に交流
していくと、自分の視野
が広がります。そこから
日本のことだけでなく自
分自身のことを考える機
会も増え、自分がどのよ
うな人物なのか、本当に
やりたいことは何なのか
見えてくるかもしれませ
ん。皆さんもぜひ世界に
飛び出してみてください。

国際学部国際学科4年　星野 航志
ほしの　　  こうじ

国際学部国際学科3年　繁本 美歩
しげもと　　　みほ

　10月4日（水）、国際学部講義「スポーツ文化経営論」の一環と

して、広島東洋カープの元選手（現・RCC野球解説者※）の廣瀬

純氏による講演会が講堂小ホールで行われ、学部などを問わず多

くの学生・教職員が聴講しました。

　講演会では「プロ野球選手のセカンドキャリア」をテーマに、多く

のプロ野球選手が現役引退後に直面する厳しい現実についてお

話しされました。現役時代にスター選手としてカープで活躍された廣

瀬氏も、2016年シーズンをもって引退した当時は、その後の人生

について不安になったと言います。「野球選手は入団時に高額な

契約金を提示されるが、それが退職金の代わりだと言っても過言で

はない」という廣瀬氏の発言から、私たちが想像する華やかな野球

選手像と実際のそれとは大きな差があることが伺えました。

　現役引退後、球団職員などでプロ野球に携わる職業に就くこと

ができる人はごくわずかです。日本プロ野球選手会は、企業と合同

でセカンドキャリア支援サービスを行っているものの、廣瀬氏は現段

階でサポートはまだ十分な状態ではなく、これから改善を進めていく

必要があるとお話しされました。そのほかにも廣瀬氏は、現役時代

や解説者としての仕事について、貴重な写真を交えながらユーモラ

スに話し、会場を盛り上げました。

国外から日本を見て感じたこと

ドイツ・ハノーバー専科大学
（海外学術交流協定大学等への学生派遣）

　マレーシア交流プログラムを振り返って、まず、食文化や交通面など
で日本との相違点を見つけました。ティータイムやサパー（夜食）が加わ
り、1日5食であること。交通量は多いのに信号は少なく、横断歩道がな
い所でも渡ること。日本人の視点からはとても驚くことばかりでしたが、そ
の国ならではの習慣を体験することができました。マレーシア科学大学
で講義を受けたことは貴重な体験で、国際理解が深まりました。講義は
英語でしたが、とても興味深く、歴史が苦手な私も楽しんで学ぶことが
できました。
　企業訪問した際には、現地で働く日本人の方からお話を聞くこともで
き、なかなかできない体験ができたと思います。訪問した企業TORAY
（東レ株式会社）は、製品の製造から販売まですべて行っており、上下
関係にかかわらずみんなで協力していると聞き、理想の職場だなと思い
ました。
　初めての海外で、最初は自分の英語力に自信がなく不安で消極的
でした。広島で交流したときにできたマレーシア科学大学の友達の家
族と夕食に行ったとき、初めて日本語が通じない環境を体験しました。そ
のとき、きれいな文章にできなくても、簡単な単語を連ねて表現すること
で、言いたいことは伝わるし、コミュニケーションが取れるのだということ
を実感しました。それからは英語を話すことが楽しく、積極的に話せるよ
うになり、毎日が挑戦の
連続で、充実感でいっ
ぱいでした。
　英語力に自信がない、
海外渡航が初めてとい
う人でも、事前に学生と
交流したり、講義や企業
訪問、市内散策が短期
間で楽しめるこのプログ
ラムはオススメです。

情報科学部1年　松原 華乃
まつばら　　はなの

初めての海外で学んだこと
マレーシア交流プログラム

相手と自分を知り、「きっかけ」を育てる

「WEST BREEZE」へのご意見・ご感想を募集します
広島市立大学　企画・広報委員会

pj.ca.uc-amihsorih.ecffio@ukakik：liam-E○
6561-038-280：xaF○　6661-038-280：leT○

WEST BREEZEのバックナンバーは、大学ウェブサイト「大学紹介」＞「大
学広報」＞「広報誌「WEST BREEZE」」に掲載しています。

おめでとうございます
■情報科学研究科の学生が「電子情報通信学会第12回ネットワーク
ソフトウェア研究会」で受賞
　2017年１月、情報科学研究科（博士前期課程）情報工学専攻２年の谷
隆磨さんが、「ネットワークソフトウェア研究奨励賞」を受賞。

■情報科学研究科の古川准教授が「第22回画像センシングシンポジ
ウム」で受賞
　2017年６月、情報科学研究科の古川亮准教授が発表した論文が、「優
秀学術賞」を受賞。

■芸術学研究科の学生らが金属工芸公募展「いまからまめさら
2017」で受賞

　2017年７月、芸術学研究科（博士前期課程）造形芸術専攻１年の但馬
敦さんが「山中源兵衛賞」を受賞。

■芸術学部の教員らが「再興第102回院展」で受賞
　2017年８月、芸術学部の前田力准教授と山浦めぐみ助教が「奨励賞」
を受賞。

■情報科学研究科の古川准教授が「画像の認識・理解シンポジウム」
で受賞
　2017年8月、情報科学研究科の古川亮准教授が発表した論文が、
「MIRUフロンティア賞」を受賞。

■国際学部の李教授が「第3回生産管理国際大会」で受賞
　2017年９月、国際学部の李在鎬教授と県立広島大学の平野実教授が
共同で発表した論文が、「Best Paper 賞」を受賞。

■情報科学研究科の岩城教授が「SICE Annual Conference 
2017 in Kanazawa」で受賞
　2017年９月、情報科学研究科の岩城敏教授が発表した論文が、
「2017年度計測自動制御学会技術賞」を受賞。

■芸術学部の倉内教授らが「第72回新匠工芸会展」で受賞
　2017年10月、芸術学部の倉内啓教授が「稲垣賞」を、芸術学研究科
（博士前期課程）造形芸術専攻２年の梅田綾香さんが「努力賞」をそれ
ぞれ受賞し、同（博士後期課程）総合造形芸術専攻１年の久保田寛子
さんが入選。

市大ニュース

広報誌名
広島市立大学広報誌の表紙タイトル「W.B.」（「WEST BREEZE」の
略称）は、広島市立大学のある西風新都にちなんで命名されました。
編集・発行／広島市立大学 企画・広報委員会
発行日／2017年12月１日

在学生、卒業生を問わず、国内外のさまざまな分野で活躍する「市大人」を紹介します。

―市大に入学し
た理由は？
海外出張の多かっ
た父親が、外国の
友人をよく連れて
来ていたので、子
どもの頃から「将来
は外国の人と仕事
がしたい」と思って
いました。それで、地元で国際学部のある市大に入学しました。

―入学後はどのようなことを学びましたか？
英語を学びたいと思っていましたが、中国語に惹かれていきました。
また、中国の文化や歴史を学ぶうちに「実践に基づいた経験をした
い」と思い、実際に北京へ留学して、中国語を学びました。日本に
戻って来てからは、身に付けた中国語が就職や仕事に役立ちまし
た。あとは、学生に考えさせて発表させる参加型の授業を今でも覚
えていて、教育する側に立った現在、とても役に立っています。

―今の仕事をするきっかけは何ですか？
大学卒業後に就職した会社で、留学して身に付けた中国語を生か
し、貿易を担当していました。その後経理部門で働いていたのです
が、広島に戻ろうと思っていたところ、今までの経験を買われて現在
の西日本海外業務支援協同組合で働くことになりました。9年間、
中国語通訳として中国人技能実習生を指導し、そのノウハウと経
験を生かすよう研修センターに赴任を命じられ現在に至ります。

―今の仕事をする上で心がけていることは？
欒竹民先生の下で教わりましたが、孫子の「彼を知り己を知れば百
戦殆うからず」という故事があります。相手のことを理解して自分の
力量を客観的に把握していれば100回戦っても勝てるという意味で
すが、それが今の仕事での考え方の基にもなっています。実習生は、
1カ月の実習を終え、会社に配属されて3年間日本で仕事をします。
製造業・食品業・自動車整備業など業種は多岐にわたります。私た
ちの仕事の役割はバランサーです。彼らがうまく日本の環境に適応
してくれるように心がけています。実習生と会社の間に入り、実習生
には「日本はこうなんだ」という知識を教える。会社には彼らの国の
マナーが日本とは異なっていることを伝え、実習生が気持ちよく楽し
く健康で充実した3年間の実習を送れるように企業へ理解を求める
こともします。外国の若い青年たちなので、日本の文化、マナーに慣
れなかったりしますが、できないのではなく、知らないからできないので
す。できていないときに注意して教えたりすると彼らはむしろ喜んでく
れます。理解すれば教えられた通りに実践してくれるようになります。

―文化の違いな
どをどのように伝
えていますか？
実習期間の1カ月
間寮で暮らしてい
て、「日本はきれ
い」「ゴミがない」と
みんな言います。た
だ、どうしてきれい
なのかは誰も知らないのです。町内会の町内清掃を通じて自分たち
で掃除をすることで、誰かが掃除をしているからきれいなのだというこ
とを知ります。そのためにも町内清掃に参加して、理解してもらうの
が第一歩だと思います。また、ごみの分別に関しても、実際のごみを
使って、自分たちで考えてもらう授業を行っています。何事も体験し
てもらうことが必要だと思います。

―留学した経験が生きているのでしょうか？
中国に留学していた時に、文化の違いを知らなかったがゆえに周囲
を不愉快にさせてしまった苦い経験があります。実習生にも同じく、
知らないがゆえのトラブルなどがないように気を付けています。

―実習生に望むことは？
技能を習得して母国に持ち帰ってもらうというのが実習の趣旨では
ありますが、3年間の経験の中で何でもよいので習得してほしい。個
人的には、お金以外のスキルを持って帰ってほしいです。スキルは
お金と違って無くならないものですから。実習制度を批判する声も
ありますが、彼らの人生が変わるきっかけになる素晴らしい制度であ
り、私はこの制度に関われていることを誇りに思っています。

―最後に後輩たちへメッセージをお願いします。
「きっかけがきっかけをつくる」と経験から感じているので、やりたい
仕事以外にも積極的に取り組んでいってほしいと思います。それが
次のステージへつながることも大いにあります。できることが多い人
ほど求められるので、経験を積んでいってもらいたいです。市大で中
国文化や中国語を学びましたが、そこから新しいきっかけができて今
ここにいます。ちなみに妻とも出会ったので、個人的にも市大はきっ
かけだらけです（笑）。

（※）西日本海外業務支援協同組合
略称：西海協。外国人技能実習生受入事業や海外ビジネスサポート
事業を中心とする中小企業事業協同組合。

西日本海外業務支援協同組合　堀部 武志さん（国際学部国際学科2002年度卒業）
ほりべ　　 たけし

堀部武志（ほりべ・たけし）
広島市立大学国際学部国際学科2002年度卒業。
西日本海外業務支援協同組合　研修センター長

西日本海外業務支援協同組合ウェブサイト
http://www.saikaikyo.com/

廣瀬純氏　プロフィール
大分県出身。法政大学卒業。元プロ野球選手（広島東洋カープ所属）
2000年ドラフト2巡目でカープに入団、2016年10月引退。
現在、中国放送（RCC）野球解説者ほか
※2018年シーズンより広島東洋カープ外野守備・走塁コーチに就任

■チタン合金の強度を左右する添加レアメタル近傍の原子移動モデ
ルを解明
　2017年４月、情報科学研究科の八方直久准教授が、宇都宮大学、名
古屋工業大学、熊本大学、公益財団法人高輝度光科学研究センターと
の共同研究により、チタン合金を製造する際に添加されるレアメタル近
傍の原子移動モデルを解明しました。

■芸術学研究科の学生が「三菱商事アート・ゲート・プログラム」奨学生
に選抜
　2017年７月、芸術学研究科（博士前期課程）造形芸術専攻２年の梅田
綾香さんが「三菱商事アート・ゲート・プログラム（MCAGP）」の奨学生に
選抜されました。

■「光の肖像」展を開催
　2017年８月、平和記念式典に参列する各国大使等来賓への「光の肖
像」展を開催しました。

■長崎市での平和首長会議総会に学生がボランティアとして参加
　2017年８月、「平和首長会議」の第９回総会が長崎市で開催されました。
本学では、総会および平和祈念式典の運営に従事するボランティアとし
て、学生５名を派遣しました。

■情報科学研究科の学生が「セキュリティ・キャンプ全国大会2017」
に出場
　2017年８月、情報科学部情報工学科３年の家平和輝さんと大平修慈さ
ん、同２年の田邊優人さんが、「セキュリティ・キャンプ全国大会2017」の
参加者に選抜されました。

■白色中性子線を用いて微量な軽元素を含む物質の超精密原子像取
得に成功

　2017年８月、情報科学研究科の八方直久准教授が、名古屋工業大学、
茨城大学、高輝度光科学研究センター、熊本大学、日本原子力研究開
発機構、高エネルギー加速器研究機構、東北大学の研究者らと共同で、
「白色中性子線ホログラフィー」の実用化に世界で初めて成功しました。

■マレーシア科学大学の学生が来学
　2017年8月、本学が企画する短期受入プログラムにより、マレーシア科
学大学の学生20人と教員１人が来学しました。

■西南大学の学生が来学
　2017年８月、「日本・アジア青少年サイエンス交流事業」（さくらサイエン
スプラン）により、西南大学（中国）の学生４人と教員１人が来学しました。

■「こども未来はっけん大学」を開催
　2017年８月、広島リビング新聞社との共催で「こども未来はっけん大学」
を開催しました。20組47名の小学生・保護者が参加し、実習授業や工
房見学などを通じ本学の特色ある3学部を体験しました。

■マレーシア交流プログラムを実施
　2017年９月、マレーシア交流プログラムに全学部から合計10名の学生
が参加し、マレーシア科学大学（USM）でマレーシアの歴史・文化を学ぶ
授業を受講しました。

■サンフランシスコ交流プログラムを実施
　2017年９月、サンフランシスコ交流プログラムに11名の学生が参加し、
セント・メアリズ・カレッジやエイブラハム・リンカーン高校で、昼食交流会、
授業参加、スポーツなどを通じて、現地の学生と交流しました。

国際学部を卒業後、さまざまな仕事を経て、現在は西日本
海外業務支援協同組合（※）で働き異文化の架け橋となっ
ている堀部さんに、お話を伺いました。

研修センターの前で実習生と（右端が堀部さん）

ごみの分別について学ぶ実習生たち

クラスメートと（前列右端が星野さん）

マレーシア科学大学の友達と（左が松原さん）

活躍する市大人 留学体験記 学生リポート

学生からの質問に答える廣瀬氏

国際学部 赤星晋作 教授
『アメリカの学校教育―教育思潮・制度・教師―』
2017年８月、学文社

芸術学部 諏訪敦 准教授
『Blue』
2017年10月、青幻舎

この本  ～教員の著書紹介～

区分

新任

氏　名
満上　育久
飯島　聡志

　　　　　　　　 職　名
情報科学研究科准教授（10月1日付け）
情報科学研究科特任助教（10月1日付け）

研究種目名
基盤研究（Ｂ）一般

基盤研究（Ｂ）海外学術調査
基盤研究（Ｃ）一般
若手研究（Ａ）
若手研究（Ｂ）
挑戦的萌芽研究
新学術領域研究

研究活動スタート支援
合計

●2017年度科学研究費補助金採択状況＜研究科目別＞
計  　　

28,210千円
2,990千円
58,812千円
9,100千円
8,190千円
5,070千円
8,190千円
1,430千円

121,992千円

件数
7
1
49
2
8
5
1
1
74

区分
受託研究費・共同研究費 

助成金・補助金
奨学寄附金
合計

金額　　
77,567千円
51,238千円
8,182千円

136,987千円

件数
45
2
15
62

●2016年度受託研究費・共同研究費・助成金・補助金・奨学寄附金

教員の人事異動

■外部資金の獲得
　本学の教員は、国の制度である科学研究費補助金や民間の各種財団からの
助成金などを受けて活発な学術研究活動を行っています。これらの外部資金を
活用し、独創的・先駆的な研究に取り組んでいます。

　このゼミは本学芸術学部にとって、学年・分野を超えた初めての授業であり、その成果は未知数
のものでありました。
　しかし、サブタイトルにあるように、「予想外」に出会うという我々が本来期待したものが多少
見えてきたように思います。
　来年度以降、より大きな化学反応が起こることを期待してレベルアップを図りたいと思っています。
　最後に、髙橋先生には熱心に指導していただき本当に感謝しています。この場を借りてお礼
申し上げます。

［広島市立大学芸術学部教授　吉田幸弘］

　この共創ゼミを通してマツダデザインが考えていること、目指しているものを少しでも感じて
もらえたらと思いできるだけ現場に近い考え方、プロセスをもって学生たちには接したつもりです。

打たれました。
　学生たちと一緒になって魂動デザインを考え、取り組んでいくことができたことは自身にとっても
大変貴重な財産となりました。
　吉田先生をはじめ関係各位のサポートに心から感謝致します。

［マツダ㈱デザイン本部クリエイティブデザインエキスパート　髙橋耕介］

マツダ・広島市立大学芸術学部　共創ゼミ
　本学では、芸術学部とマツダ㈱が協働して、広島が世界に誇れるモノづくりの拠点と
なることを目指し、今年度からマツダ・広島市立大学芸術学部共創ゼミを開講しました。
これは、本学ならではの取り組みといえます。
　今年度のゼミ最終日となった９月８日（金）、本学芸術資料館において、共創ゼミで
学んだ学生 12 名が、その成果である作品についてプレゼンテーションを行い、アド
バイザリーボードである前田客員教授（マツダ㈱常務執行役員）から評価・講評を受け
ました。
　学生たちは、普段の授業に加え、業界の最前線で活躍するマツダの方々から刺激を
受けました。

広島発の新たなモノづくりを！　～学生と企業が真剣勝負！ 自分を超える「予想外」に出会う～

開設期間：2017年度 ～ 2019年度（延長予定）
対象：芸術学部２年次以上の学部生、芸術学研究科の大学院生等。

定員 10名 ～ 15名　　
内容：マツダ㈱からの派遣講師と芸術学部教員の指導のもとで
　　　演習を行う。

代表教員：広島市立大学芸術学部教授　吉田幸弘
マツダ㈱デザイン本部クリエイティブデザインエキスパート　髙橋耕介

担当教員：広島市立大学芸術学部准教授　大塚智嗣
同准教授　野田睦美
同講師　藤江竜太郎

アドバイザリーボード（※）：マツダ㈱常務執行役員　前田育男
（※）作品審査やゼミ活動の助言を行う。

【概要】

優秀作品賞

プレゼンテーションおよび講評の様子

学生の成果作品のうち、優秀作品２点が選出されました。

have

）
程
課
期
前
士
博
（科
究
研
学
術
芸
﹇

野
米

　年
１
攻
専
術
芸
形
造

﹈
史
真

る
き
で
が
と
こ
る
知
を
ダ
ツ
マ
、
は
ミ
ゼ
創
共
の
こ
　

と
々
方
る
す
躍
活
て
し
と
者
作
創
、
く
な
で
け
だ

重
貴
変
大
る
き
で
が
と
こ
る
が
な
つ
て
し
通
を
作
制

ダ
ツ
マ
る
れ
わ
行
回
毎
。
た
し
ま
い
思
と
だ
会
機
な

に
考
参
の
作
制
の
後
今
、
も
換
交
見
意
の
と
方
の

。
た
し
ま
り
な

動
情

、
と
こ
た
き
で
加
参
に
ミ
ゼ
創
共
ダ
ツ
マ
回
今
　

も
て
と
を
と
こ
た
け
頂
を
賞
秀
優
で
こ
そ
た
ま

け
受
を
導
指
ご
接
直
ら
か
々
方
る
い
て
れ
さ
躍
活

に
産
財
な
き
大
い
な
れ
ら
れ
忘
先
の
こ
、
は
と
こ
た

。
た
し
ま
り
な

年
４
科
学
芸
工
ン
イ
ザ
デ
部
学
術
芸
﹇

﹈
里
千
本
松

　


